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活性炭の製造研究
(V) 粒状活性茨の賦活熔焼温度と賦活時間についτ

野 路 末 吉

Pl'epa1'ntion of Active Ca1'don 
pa1't (V) 011 the Tempe1'natn1'e nnd Time fo1' Activatio11 of B1'iquetted Ca1'ho11. 

Sueyosi NOZI 

Activ:1tion temperatu1'e nnd time of h1'iqnetted Cn1'hoh affect αlllisde1'ahly on the p1'ope1'ties 
of active ca1'hon : activity， ha1'dness alld hn1'lling pOi11t. Tbe 1'elations among them we1'e 

investigated with the following 1'esults:ー

1) Activil;y illC1'eases with tempe1'ate， and showillg a m阻imnm 瓜ahallt 400"，450oC.， nlld it 

d巴c1'eases g1'adnally 

2) Ha1'dhess fi1'st shows a high valne at ahout 300oC.， hut suddellly dec1'eases giving 九

millimllm at ghont 400"，450oC.， and then steadly inc1'enses with the tempe1'atu1'e lllltil it 

1'eaches to 6000C 01' higbe1'. 

3) Activatiall 1'eactioll is callsed in the 1'ange of 400"，450oC.， tbougb the ca1'holl h1'iqnette is 

weakell ill the same 1'ange ofωmpe1'at1'e 

4) The higbe1' ba1'dness at 300oC. mensioned above is dne to the cementing action of 1'esinolls 

matte1's of dried h1'iqllette 

5) '1'h己 optinmm conditions fo1' tbe p1'ocess a1'e 2 hOll1's at 6000C 

緒 論

活性茨素の製造工程中 ， 賦活陪;焼*51'作 は 粉末茨及 び 粒状茨の何れ を問わすτ最 も 重要な作業の一つ

で あ り特に粒状活性茨に あ っ て は 活性度及 び 硬度の みたす京発火点りに も 直接， 大きな影響 を及ぼす

も ので あ る 。 本報で は塩化亜鉛法に よ る粒状茨の賦活倍』焼温度及 び 賦活時間が製品の活性度並 び に

硬 度 に対す る影響 を調 らべ賦活作業に標準を見出 さん と した も ので あ る。

実 験 の 部

実 験 に 用 い た賦活炉及 び 按作法は低迷1)2)の如 く 蒸煮， 櫨過， 主主粒， 予備乾燥 し た も の を次記の

如 き諸条件で賦活情焼操作を行い洗樵仕上し性能を調査し た 。

(A) 賦活陪焼温度について

温度を3000cより50"c刻みに7000c 迄行い賦活時聞は一時間竿 と し た。 数例は第一表及 び 第一図

の虫日 く で あ る。
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第 表
No. 30 

賦活温度内 | 吸着率。/悦)ベンゼン | 硬 度 閃

300 23 . 5  74 . 3  

350 36 . 0  60 . 2  

400 56 . 2  38 . 0  

450 56 . 5  35 . 0  

500 55 . 3  56 . 5  

550 55 . 0  71 . 0  

600 55 . 0  91 . 0  

650 52 . 0  91 . 0  

700 50. 3  95 . 0  

No. 49 

賦活温度内 ( 吸着率。/\a)ベンゼン | 硬 度 似)

300 24 . 5  82 . 1  

350 38 . 0  73 . 5  

400 6.4 . 5  68 . 0  

450 66 . 7  70 . 0  

500 66 . 5  80 . 2  

550 65 . 0  90 . 2  

600 64 . 0  95.0 

650 60 . 1  96 . 0  

700 58 . 5  97.0 

No. 62 

賦活温度内 | 吸着率μ/11�) ベンゼン 硬 度 (%)

300 28 . 5  76 . 0  

350 35 . 2  63 . 0  

400 63 . 7  50 . 0  

450 65 . 2 51 . 0  

500 64 . 8  62. 0  

550 64 . 9  78 . 0  

600 64 . 7  90. 0  

650 60 . 7  92 . 0  

700 56 . 3  94 . 0  

NO. 30 
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以上並び に 既 報1) (発火点参p.む よ り賦活陪焼温度 は6000cを 最適と認めた。

(B) 賦活時間に ついて

ヨえに 賦活温度 を 6000cとし時間を 30 分 刻み に 0 . 5 時 間より3時間迄行いその結果を 第二表及び 第

二図に 表わし た 。
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表
No. 30 

第

賦活時間(時) 吸着率(xjnのぺンゼン 吸着率(xjl1の酒精 硬 度(%)

0.5 56.9 邸入5 62.5 
1.0 59.0 52.0 76.0 
1.5 55.8 52.5 90.0 

2.0 55.5 52.0 93.0 

2.5 52.0 50.0 93.0 

3.0 49.5 47.0 94.0 

49 

賦活温度内 | 吸着率(xj吋ぺンゼ�吸着率。jm)酒精 | 硬 度ω

0.5 59.2 49.0 72.0 

1.0 63.8 53.2 80.0 

1.5 64.2 55.5 87.0 

2.0 64.0 54.0 92.0 

2.5 61.0 50.6 93.0 

3.0 58.5 48.3 95.0 
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第三表及びその図示である第三図はNo.62を賦活温度5000c並に7000cI'L保ち賦活時間を同様
時間刻みに0.5時より8時間迄行った結果である。
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第

5000c 

一一
No. 62 

表

賦活時|削寺) j 吸着率。1m) ベンゼン| 吸着率(xl吋泊料 硬 度

0.5 70.0 ら9.2
1.0 74.2 63.1 
1.5 72.6 61.5 
2.0 71.5 59.5 
2.5 70.0 57.0 
3.0 69.0 56.5 

7000c 

(%) 

72.0 
57.0 
61.0 

73.0 

80.0 
85.0 

賦活時間(時) j 吸着率仲。ベンゼンl 吸着率川)泊料 硬 度仰

0.5 

1.0 

1.5 

2.0 

2.5 
3.0 

守、

結 論
以上の結果を要約すると

59.6 

51.7 
50.4 

50.5 

47.5 

46.0 

章式舌F畠1主ーSoo"c

第

43.5 

40.7 

40.3 
39.2 

37.1 

36.0 

噴長5色:�量f_- 700ヒ

A_0-Ø-O-0 
qu! @/v 硬 度

?\\\\、、、.仇. .‘巴司 ... (Bc司}

図

85.0 

92.0 

93.0 
94.0 

94.0 

95.0 

(1) 活性度は温度の上昇と共に増大し400"，4.50oc辺で最高を示し以後ゆるい下降傾向を辿る。

(2) 硬度lま初め3000c辺で高値を示すが急降下し400"，450ocで最低となり更に昇温と共に6000c

迄急増し 以後ゆるい上昇曲線となる。
(3) 400"，450oc で活性度が念増すると共に 硬度が念降下するのは茨化物の内部で活性化反応が告
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激に起り組織の崩壊と活性化が行われるものと思われる。

(4) 3000cである程度， 硬 度の高いのはとの温度において樹脂化した物質のセメンデング作用に

よる機械的強さと思われる。

即ち塩化亜鉛法による粒状活性茨の活性度及び 硬 度lま賦活温度と時聞に大いに影響されるが一貫

して言えること は両性質が相反する傾向を示すととであっての我々はとれ等結果検討と共に多数経

験例より賦活工程の標準条件は600oc， 2 時聞を最も適切であると認めた。

1) 野路:宮大高岡工事紀要，第-�， 第一号， 14(949) 

2) 全 会 第二巻， 第一号， 51く1950)

米・ 本報は昭和二五年十月八日， 日本化学会， 電気化学協会共催近畿支部北陸地方大会に報告した。
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